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第１ 一般事項 

１  業務名称 

防水扉定期点検整備（南北線、東西線） 

 

２  業務概要 

本業務は、札幌市高速電車線路設備である防水扉の定期点検及び整備を行うもので

ある。 

 

３  対象 

対象は、以下に設置されている防水扉である。諸元については別紙１、形状及び寸

法については別紙２を参照のこと。 

(1) 南北線 5k838m（幌平橋駅） 

(2) 東西線 7k203m（バスセンター前駅－菊水駅） 

(3) 東西線 7k465m（バスセンター前駅－菊水駅） 

 

４  履行期間 

契約書に示す着手の日から令和７年１月１７日 

 

５  関係法規等 

本業務を履行するにあたっては、本仕様書の他に下記の法令等を遵守し、業務の適

切な履行を図るものとする。 

(1) 高速電車線路検査要領 

(2) 労働安全衛生法 

(3) 日本産業規格 

(4) その他関係法規及び規格 

 

６  労災保険 

本業務を履行するにあたっては、労災保険関係を成立させること。 

 

７  疑義 

本仕様書の記載事項に対し、疑義が生じた場合は、応札以前に申し出るものとし、

契約後については、契約書の規定に基づき委託者と受託者が協議のうえ定めるものと

する。 

 

８  履行内容等の変更 

履行内容の変更とは、設計変更（仕様又は請負金額等の変更）及び履行期間変更で

あるが、その決定及び契約変更は、当該履行内容の目的を変更しない限度において、

特に必要な場合のほかはこれを行うことができない。 

履行内容の変更が必要と判断されるものについては、時期を失することなく委託者

と協議すること。 

 

９  検査 

完了後は委託者の完了検査を受けること。また、完了検査前に社内検査及び清掃を

実施すること。社内検査項目については、事前にこれを委託者に提出すること。 

なお、業務に必要とする各種検査の立会及び関係書類の作成については、委託者の

指示に従い、これに要する費用は全て受託者側で負担すること。 

 



１０  札幌市環境マネジメントシステムの運用への協力 

(1) 受託者は、本業務に従事する者へ札幌市の「環境方針」（別添）を周知し、本市

の環境配慮に対する取り組みについて理解させること。 

(2) 受託者は、本市環境マネジメントシステムに合致する形で業務を履行すること。 

 

１１  札幌市鉄道事業安全管理規程の遵守及び運輸安全管理の徹底 

(1) 受託者は、安全第一の意識を持って、札幌市鉄道事業安全管理規程で定める事項

を遵守するとともに、輸送の安全を確保するために社内体制を整備し、業務従事

者にこれを徹底すること。 

(2) 受託者は、委託者の輸送事業に係わる安全管理体制に積極的に協力するとともに、

輸送の安全を確保するため、委託者との密接な連携を図ること。 

 

１２  現場管理 

(1) 業務責任者を責任者とし、機器の搬入、整備及び試験等の際には、関係法規等を

遵守すると共に、常に細心の注意をもって安全に作業すること。また、危険と思

われるものについては、適当な保安設備及び要員等を配置し、安全をはかること。 

(2) 業務責任者は、防水扉設備の構造・機能等を熟知し、動力機器に関する一般知識

と整備経験を有する者を選定し、委託者の承諾を得ること。 

(3) 作業員は、本業務と同様の業務に精通している者を選定するとともに、事前に作

業手順等を教習し熟知させること。 

(4) 作業員は、その所属が容易にわかる腕章、作業着、ヘルメット等を着用すること。

また、業務責任者は他作業員と容易に識別できるようにし、営業時間帯における

作業員の行動を管理すること。 

(5) 作業時は、常に整理・整頓及び清掃に心掛け、作業後の点検、確認を忘れずに行

うこと。 

(6) ガソリン、火薬等の危険物を使用する場合は、委託者の許可を得るものとし、そ

の保管、取扱には充分注意すること。 

(7) 作業上、火気を使用するときは、取扱に充分注意し、使用後の消火を確認するこ

と。 

(8) 常に作業現場の入出場管理を行い、火災、盗難及びその他の事故防止に努めるこ

と。 

(9) 事故が発生した場合は、応急措置をとると共に、速やかに委託者に報告すること。 

(10) 業務着手から業務完了までの機器の保全、管理及び事故発生時の処理等は、すべ

て受託者の責任において行うこと。 

 

１３  提出書類 

本業務を履行するにあたっては、下表の書類を提出すること。 

 

項番 提出書類 数 提出期限 ｻｲｽﾞ 備考 

１ 業務着手届 

1 着手後速やかに A4 

 

２ 業務工程表  

３ 業務責任者経歴書  

４ 業務計画書 1 決定後速やかに A4 

実施工程表、作業要

領、現場組織表、連

絡体制表、安全管理 

５ 業務完了届 1 完了時 A4  

６ 業務写真 1 完了時 A4  

７ 実施報告書 1 完了時 A4 各種検査報告書等 



(1) １、２、３及び５の書類様式は、札幌市交通局指定のものを使用すること。 

(2) 実施報告書には以下の内容を含むこと。 

ア  防水扉定期点検整備表（別紙３）の点検結果 

イ  防水扉検査記録（別紙４）の検査結果 

ウ  作業写真 



第２ 詳細事項 

１  作業日時 

作業日時については、令和６年１０月上旬～１１月下旬のうち指定する 3 日間の

24：45～翌5：00とする。 

ただし、指定日に実施できない場合は、委託者と協議の上実施すること。 

作業当日は、23 時 30 分までに駅に集合し、委託者の指定する場所にて作業開始時

刻まで待機すること。また、全ての作業及び軌道外への退避を、翌 5 時までに終了さ

せること。 
 

２  作業概要 

点検作業にあたっては、委託側担当者と十分な打合せを行い遺漏の無いようにする

こと。また、委託者が選出する作業責任者の指示に従い行動すること。 
 
(1)  「定期点検整備表」（別紙３）及び「防水扉検査記録」（別紙４）に基づき作業を

実施すること。 
(2)  架線に接触しない範囲で電動及び手動にて動作試験を行うこと。その際には、架

線を切断しない様に細心の注意を払うこと。（別紙５「操作説明書」参照） 
(3)  別紙２に示す自動休止装置の指定部位について浸透探傷試験を行い、亀裂の有無

を確認すること。なお、試験方法は JIS Z2343-1（非破壊試験-浸透探傷試験-）
によること。 

(4)  ワイヤーロープについては一部清掃を実施し、素線切れ及び摩耗等の劣化状態を

確認すること。 
(5)  作業中に発見した不具合箇所については、速やかに委託者に報告すること。 

 
３  作業工具について 

(1)  受託者は本業務で使用する作業工具等について事前に点検し、実際の使用に支障

の無いようにすること。 
(2)  作業で使用する工具等については、作業前後の員数が確認できる書類を作成し、

移動経路と作業現場に置き忘れがないよう注意すること。 

(3)  作業工具等及び消耗品（ウエス、養生シート等）は受託者にて用意すること。 

 

４  その他留意事項 

(1)  本線に入場する際は、委託者が選出する作業責任者の指示に従うこと。 
(2)  適正な工具の使用及び養生等を行い、安全対策を徹底すること。 
(3)  作業者は、ヘルメット及び安全靴等の保護具の着用を徹底し、周囲に注意を払い

安全に作業すること。 
(4)  扉体の上で作業を行う際には、落下防止のために命綱等の安全対策を施すこと。 
(5)  作業中に走行路面上に物を落とさないように十分に注意すること。なお、物を落

とした場合は、責任を持って回収すること。 
(6)  危険物及び火気を使用する場合は、事前に委託者と打合せ許可を得るものとする

その際は消火器を常備し、火の始末は確実に行うこと。              



2 基 本 的 方 向

札幌市環境局

　札幌市役所は、地球環境への負荷を継続的に低減するため、エネルギー使用量及び温室効果ガス排出量
の削減など、環境配慮取組の推進に努めてきました。　

　近年、気象災害をはじめとした気候変動の影響が深刻化する中、脱炭素社会の構築に向けて、気候変動
対策は大きな転換期を迎えています。　

　札幌市においても、地球の平均気温の上昇を1.5℃に抑える努力を追求するというパリ協定の目的を踏ま
えて、2050年の目標に「温室効果ガス排出量を実質ゼロにする（ゼロカーボン）」を設定するとともに、
2030年についても高い目標を掲げて温室効果ガスの排出量の削減に取り組んでいくこととしました。　

　札幌市役所は、市域の温室効果ガスの約６%を排出する市内最大級の事業者であり、自ら排出量の削減に
率先して取り組む姿を市民・事業者へ示していくことが必要です。　

　そのため、徹底した省エネルギー対策を進め、そのうえでどうしても必要なエネルギーは再生可能エネル
ギーへと転換していくことを基本的な方向として、環境マネジメントシステムによる継続的改善を図り、札幌
市役所の事務事業に伴うエネルギー使用量及び温室効果ガス排出量を着実に削減していきます。　

　また、国連「持続可能な開発目標（SDGs）」の視点を踏まえ、環境配慮取組を推進することで、温室効果
ガス排出量の削減のみにとどまらず、経済、社会分野の統合的解決を目指すとともに、市民・事業者・行政
が協働し、一体となって脱炭素社会に向けて取り組むことで、「心豊かにいつまでも安心して暮らせるゼロ
カーボン都市『環境首都・SAPP‿RO』」の実現を目指してまいります。

　全ての部局は、所管する事務事業について、環境に関する法令を遵守することはもとより、SDGsの視点も
踏まえながら環境配慮取組を推進し、脱炭素社会の実現に向けて、以下の項目に重点的に取り組みます。

　この環境方針による環境活動の成果は、市民に公表するとともに、市民からの意見を市政運営に反映させて
いきます。

令和３年4月1日

環 境 方 針

１　徹底した省エネルギー対策を進めます。
２　再生可能エネルギーの導入を拡大します。
３　移動における脱炭素化を進めます。
４　廃棄物の発生・排出を抑制し、省資源・資源循環を推進します。
５　環境負荷の少ない製品やサービスを利用します。
６　事務事業のみならず、公共工事・委託業務における環境負荷を低減します。
７　環境問題に関する啓発・教育活動を推進します。

1 基 本 理 念



別紙１ 

防 水 扉 諸 元 

 

線別 

 

項目 

南北線（左岸） 東西線（左岸） 東西線（右岸） 東豊線（左岸） 

幌 平 橋 

（5K838M） 

バスセンター前 

（7K203M） 

菊 水 

（7K465M） 

豊水すすきの 

（8K388M） 

型 式 鋼製ローラーゲート 

門 数 １ 門 １ 門 １ 門 １ 門 

純径間×高 9.940×4.426ｍ 10.100×4.970ｍ 9.360×4.870ｍ 10.847×4.660ｍ 

ゲート敷高 EL 17.771ｍ EL 1.572ｍ EL 1.414ｍ EL 7.973ｍ 

設 計 水 深 16.069ｍ 16.287ｍ 16.556ｍ 17.257ｍ 

水 密 方 式 前面４方水密 

開 閉 方 式 
電動複銅ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ巻

取り式（手動併設） 

電動複銅ワイヤロープ巻取式 

補助モーター及び手動併設 

開 閉 速 度 
通 常 時 ０．３ｍ／min 

急降下時 ２．０ｍ／min 

揚 程 ５．４ｍ ６．４ｍ ６．４ｍ ５．５ｍ 

操 作 方 法 現 場 直 接 

動力用電源 三相 415Ｖ50Hz 
三相 ４１５Ｖ５０Ｈｚ 

単相 ２００Ｖ５０Ｈｚ（補助用） 

許 容 応 力 
SS400 に対して 

1,600 ㎏/㎝ 2 
SS400 に対して 1,350 ㎏/㎝ 2 

主桁たわみ １／６００以下 １／８００以下 

扉本体重量 約２６.０ｔ 約３０．０ｔ 約２７．４ｔ 約３３．０ｔ 

 



別紙　２(幌平橋)

























別紙　２(バスセンター前)





















別紙　２(菊水)




















